
●菜っ葉館　●向溜　●新溜　●鹿子畑池（下）　●鹿子畑池（上）現地調査

議案第４号 さくら市下水道条例及びさくら市農業集落排水処理施設条例の
一部改正について 可決

ͷࣄ޻ళʹよΔഉਫઃඋࣄ޻ఆࢦఆͨ͠ࢦͷଞඇৗͷ৔߹ʹɺଞͷ市ொଜ௕౳͕ͦ֐ࡂ
΋ͷɻ͏ߦΛՄೳͱ͢ΔͨΊɺվਖ਼Λࢪ࣮

Q
A
各ため池の事業期間を決めた根拠は。

ಛผાஔ๏ʹͮجくۀࣄͰ͋りɺྩ ࿨øø೥౓·ͰʹऴྃさͤΔඞཁ͕͋りɺٸۓ౓ͷ͍ͨߴΊ஑
͔らۀࣄΛ։͍࢝ͯ͠Δɻؒظۀࣄ͸ಢ໦ݝ౔஍վྑஂۀࣄମ࿈߹会ͱڠ議ܾͯ͠ఆͨ͠ɻ

鹿子畑池（上）

鹿子畑池（下）菜っ葉館

新溜

【概要】

ʮ๷ࡂॏ఺೶ۀ༻ͨΊ஑ʯͷܾյʹよΔਫͦ֐ͷଞͷ͔֐ࡂらɺࠃຽͷੜ໋ٴͼ࢈ࡒΛอޢ
͢ΔͨΊɺ๷ࣄ޻ࡂ౳ͷूதత͔ͭܭըతͳਪਐΛਤΔ΋ͷɻ

【概要】

建設経済常任委員会 ◎若見　孝信　◯渋井　康男
　加藤　誠一・吉田　雄次・福田　克之・矢澤　功

改修が求められるトイレ

議案第17号 土地改良事業の施行について（向溜地区） 可決
むかいだめ

議案第３号 さくら市水道事業給水条例の一部改正について 可決

議案第18号 土地改良事業の施行について（笹山溜地区） 可決
ささやまためいけ

議案第19号 土地改良事業の施行について（鹿子畑池（下）地区） 可決
かの    こ    はた   いけ          した

議案第20号 土地改良事業の施行について（湯前山池地区） 可決
ゆ　 せん  やま   いけ

議案第21号 土地改良事業の施行について（鹿子畑池（上）地区） 可決
かの    こ    はた   いけ          うえ

議案第22号 土地改良事業の施行について（新溜地区） 可決
しん  ため

市内観光資源及び農産物のPRについて。

݄͔̑ら঎ޫ؍޻՝ʹ഑ଐさΕͨɺ஍Ҭ͓͜͠ڠ
ྗୂ͕ΠϯελάϥϜ౳Ͱɺ市಺ͷ໊ޫ؍ॴ΍Π
ϕϯτ౳Λ৘ใൃ৴͍ͯ͠Δɻྩ ࿨̓೥݄̔ʹ͸
ੜճ਺͕̐ສþ÷÷÷ճΛ௒͍͑ͯΔɻ࠶
೶࢈෺ʹ͍ͭͯ͸ɺ+3ओཁӺͷ13Ωϟϥόϯɺ
13Λ໨తͱ֤ͨ͠छϚϧγΣͷࢀՃɻ৘ใൃ৴
Ͱ͖Δよ͏ͳϚοϓ࡞੒Λݕڀݚ౼͍ͨ͠ɻ

Q

A

持続可能な観光振興を
進められればと考える

観光客をターゲットにした農業体験の創出
について。

γςΟϓϩϞʔγϣϯۀࣄͱͯ͠ɺ޿Ҭ市ொͱ࿈
Δɻ͍ͯ͠ࢪΛ࣮ۀࣄͨ͠ܞ
さらʹɺ೶࢈෺ੜऀ࢈ɺҿ৯ళɺ॓ ധࢪઃɺ෺ൢ
ࡐ৯ݩͱ஍ݧɺऩ֭ମ͠ܞͱ࿈ऀۀࣄ౳ͷऀۀ
Λͨͬ࢖ྉཧࣨڭɺ॓ ധͱ͍ͬͨෳ߹తͳମݧ
ϓϩάϥϜͷՄೳੑΛ୳り͍ͨɻ

Q

A

洋式トイレに変更できないのか。

τΠϨͷ࿝ٺԽঢ়گ΍ར༻ঢ়گΛצҊ͠ɺ͜ Ε·
ͰܭըతʹਐΊ͖ͯͨさくら市૯߹ެԂ಺ʹ͸ɺ
ήʔτϘʔϧ৔ΛؚΊ̑ΧॴઃஔさΕ͓ͯりɺॱ
࣍༸ࣜԽΛਐΊ͍ͯΔɻ
೥݄̓ʹ͸ɺར༻ऀ͔ら༸ࣜτΠϨ΁ͷվमΛࠓ
ΊΔཁ๬ॻ͕ఏग़さΕ͓ͯりɺͦٻ ͷͨΊøù݄ͷ
ఆྫ会Ͱิਖ਼༧ࢉΛ্ఔͰ͖Δよ͏४උ͍ͨ͠ɻ

Q

A

さくら市総合公園のゲートボール場の
トイレ改修工事についてさくら市の観光振興について

Yuji Yoshida
吉田 雄次 議員
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する考えは。

市಺ೝՄอҭۀࣄॴ΁ͷΞϯέʔτ݁Ռ͸ফۃ
తだ͕ͬͨɺௐࠪڀݚΛଓ͚Δɻ

Q

A

保育園入園申し込みをオンラインで行う
考えは。
ଘͷ੍౓Λਫ਼ࠪ͠ɺप஌͍ͯ͠くɻط

Q

A

学校に複数担任制の導入は。

݄͔̐らԡ্খֶߍͰɺڭՊ୲౰ͷೖସ͑ɺ߹
ಉतۀɺ߹ಉ׆ಈ౳Λ͓ͯͬߦりɺߋͳΔௐࠪ
ΛਐΊ͍͖͍ͯͨɻڀݚ

Q

A

「こどもの笑顔があふれる未来へ」を
目指して施策を進める

「居場所」の重要性が増しているが今後の在
り方を問う。中高生の居場所づくりは。

Q

空き家や遊休施設等を利活用する考えは。Q

৔ॴͱͯ֬͠อډ࿈઒྆ެຽؗͷҰࣨΛɺتՈɺࢯ
Ͱ͖Δͱ͍ͯ͑ߟΔɻ

A

不登校児童生徒の居場所は。Q

ྩ࿨̒೥౓ͷෆొߍੜె਺͸খதซͤͯøüù໊ɻ
ڭԉࢧ৔ॴͱͯ͠͸దԠډ ʮࣨͭ͹さʯɺߍ಺ࢧԉ
ԉͷࢧʹͼϑϦʔεΫʔϧ౳͕͋Δɻさらٴࣨڭ
ॆ࣮Λਤ͍ͬͯくɻ

A

市内３カ所の常設サロンへの支援は。Q

ঢ়͸େ͖ͳݱଟେͳෛ୲Λ͔͚͍ͯΔʹऀۀࣄ
՝୊Ͱ͋りɺඞཁͳࢧԉΛ͏ߦɻ

A

ۭ͖Ո͸૿Ճ޲܏ʹ͋りɺརܭ༺׆ըɺ
ΛਐΊ͍͖͍ͯͨɻܭԉ੍౓ʹ੍͍ͭͯ౓ઃࢧ

A

一般質問一般質問ここが聞きたいここが聞きたい一般質問一般質問ここが聞きたいここが聞きたい

こども施策のさらなる充実を
求める 居場所づくりについて

山形県長井市役所（駅舎一体型）

※

ֹ݄ఆ੍ֹͰอҭࢪઃʹ௚઀͓ࢴΉͭɾ͓͠り;͖͕ಧ͚らΕ
ΔαʔϏεɻ

※おむつサブスク

さくら市本庁舎は築56年経過。
老朽化、スペース不足、防災拠点として機能
不足等の問題を抱えている。そこでさくら
市新庁舎整備基本構想を策定し、新庁舎整
備に着手すべきでは。

৽ிࣷݐઃ·Ͱʹ͸ிࣷݐઃۚجͷੵཱͯʹཁ
͢ΔؒظΛྀ͢ߟΔͱɺݕ౼Λ։͔࢝ͯ͠らண޻
·Ͱʹɺøü೥΄ͲؒظΛཁ͢Δͱ૝ఆ͍ͯ͠Δɻ
ॏཁϓϩδΣΫτͷ࠷ॳͷҰา໨Λ࣮֬ʹาΈग़
૊৫Λઃ͚Δɻ౼ݕʹி಺ͯ͠ߦΛ೦಄ʹɺઌࣄ͢

Q

A

新庁舎建設は重要なプロジェクト

庁舎建設基金をどの程度積み立てたら建設
に着手するのか。
ଞͷ࣏ࣗମͷྫࣄ౳Λߟࢀʹ͢Δͱɺຊ市ͷ৽
ிࣷݐઃۀࣄඅ͸໿ÿ÷ԯԁͱ૝ఆさΕΔɻޙࠓ
໨ඪֹʹ͚ͯ޲ிࣷݐઃۚجͷ֬อʹੵۃతʹ
౒ΊΔɻ

Q

A

新庁舎建設までのスペース不足の対応は。

εϖʔεෆ଍ͷղফޮՌΛ࠷େشൃݶͰ͖Δख
๏Λݕ౼͍ͯ͠Δɻ

Q

A

重度心身障害者医療費助成制度の現物給付
実施に向けたスケジュールは。

ͷεέδϡʔϧ౳͸ௐ੔தɻޙࠓ
Ͱ͖Δだ͚ૣ͍࣌ࢪ࣮ʹظͰ͖Δよ͏४උΛਐΊΔɻ

Q

A

福祉に関する常設相談窓口を設置すべきでは。

ྩ࿨̒೥݄͔̑らग़ு૬ஊ૭ޱͱͯ͠市໾ॴ಺
ʹ૬ஊһΛ഑ஔ͠ɺ૬ஊͷछྨΛ໰Θͣػೳ޲
্ʹ౒Ί͍ͯΔɻࡏݱग़ு૬ஊ૭ޱ͸ि̎ճ։
ઃ͍ͯ͠Δ͕ɺճ਺Λ૿΍ͤΔ͔ݕ౼͢Δɻকདྷ
తʹ͸ৗઃͷ૬ஊ૭͕ޱͰ͖Δよ͏ʹਐΊΔɻ

Q

A

福祉の充実についてさくら市役所本庁舎の
整備について

Tomoko Kato
加藤 朋子議員

適応支援教室「つばさ」（12月活動報告会）

オンライン申請（マイナポータル）

永井 孝叔 議員
Takayoshi Nagai

その他の質問
◆屋内温水プールの建設について
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